
 

　 

1.はじめに 
　日常生活においてゴミ箱があふれているという状況
を目にしたことがある人はいるだろう。そういった際
に不快感を抱く人は少なくない。そういった状況の対
応策としてゴミ箱をIoT化してゴミ箱の状況を確認で
きるものが存在する。しかし、IoTゴミ箱は一台数万
円は下らないというやや高額なものである。 

2.目的 
　低コストで既存のゴミ箱に設置可能なArduinoによ
るIoT化の検討。 

3.使用するモジュールの説明 
　3-1.ESP-WROOM-02 
　過去にArduinoで用いられたWi-Fiシールドよりも
はるかに安価にWi-Fi通信を行えるモジュールであ
る。秋月電子通商における価格は400円、ブレッド
ボード用にピッチ展開するセットであっても650円で
ある。スイッチサイエンスで販売されていたWi-Fi
シールドが5000円ほどであったため、非常に安価と
なっている。また、スイッチサイエンスが現在販売し
ているシールドにも採用されている。 

　3-2.RN-42 
　RN-42はMICROCHIP社によって製造されている
Bluetoothでの無線通信が可能なモジュールである。 
　Bluetoothにはマスターとスレーブからなるピコ
ネットが構築されるが、RN-42はこのマスターとス
レーブをコマンドで指定してペアリングできる。本研
究ではその中でもマスターになり、スレーブを自動的
に捜索してペアリングするというコマンドを使用す
る。また、本実験で用いるRN-42のBluetoothのClass
はClass2である。 

4.提案手法 
・Arduinoによってゴミ箱のデータを監視し 
　リアルタイムで収集する 
・収集したデータは一台のArduinoに 
　集約し、サーバへと送信する 
・サーバは受信した情報をもとに回収へ 
　向かわせるかなどを指示する 

5.実験結果 
　Bluetoothの通信距離はClass2であるため10m程度
であるとされる。しかし、遮蔽物のない環境下では
20m以上、また屋内、屋外間での通信においても10m
程度であれば通信が確認された。 

6.考察 
　現在はセンサ端末とセンド端末が一つずつであるも
のの、Bluetoothのピコネット通りに運用可能ならば
スレーブは7台までつかえる想定であるため、センサ
端末のみをより増やすことで通信範囲内のゴミ箱を一
括で管理できる。ただし、Class2では短距離なため、
ZigBeeでより通信距離を伸ばして端末間通信を行うこ
とも検討の余地がある。 
　また、現在は安価さ優先にWi-Fiモジュールを用い
ているが、Arduinoには3G通信帯域でインターネット
と通信させるためのシールドも存在している。これを
用いればWi-Fi通信外である屋外での使用も可能にな
る。 

7.おわりに 
　本研究はArduinoを用いることでゴミ箱のIoT化を
安価に行えるのではないかということを検討した。 
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